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Q
臨
時
財
政
対
策
債
等
で

7
億
324
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
は
１
億
円
ほ
ど
し
か

交
付
税
は
入
っ
て
こ
な
い
と
い

う
理
解
で
い
い
か
。

Ａ
基
準
財
政
需
要
額
は
様
々

な
要
素
に
基
づ
き
積
算
す
る

が
、
全
て
歳
入
さ
れ
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
基
準
財
政
収
入

額
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
り
需
要

額
に
算
定
さ
れ
て
も
実
際
に
は

入
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

Q
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

は
、
国
か
ら
の
可
能
額
の
100
％

で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
地
方
公
共
団
体
の
意
思
で

あ
る
。

Q
過
去
５
年
間
の
市
税
全
体

の
徴
収
率
の
推
移
を
尋
ね
る
。

Ａ
現
年
課
税
分
と
滞
納
繰
越

分
を
合
わ
せ
た
合
計
徴
収
率
は

21
～
24
年
度
ま
で
は
93
％
台
、

25
年
度
は
95
％
台
で
あ
る
。

Q
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ

納
付
を
実
施
し
た
が
、
ど
う
分

析
し
て
い
る
か
。

Ａ
他
の
市
税
と
比
較
す
る
に

現
年
分
に
差
は
な
い
が
、
滞
納

繰
越
分
に
つ
い
て
、
顕
著
に
差

が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

Q
ゴ
ル
フ
利
用
税
は
、
年
々

減
少
傾
向
だ
が
、
市
民
ゴ
ル
フ

地
改
良
区
約
3
千
771
万
円
、
孫

宝
排
水
土
地
改
良
区
約
561
万

円
、
海
部
土
地
改
良
区
約
94
万

円
で
あ
る
。

Q
市
施
行
と
土
地
改
良
区
施

行
の
工
事
の
区
分
に
基
準
は
あ

る
の
か
。

Ａ
年
２
回
、
事
業
計
画
の
打

合
せ
を
行
い
決
定
し
て
い
る
。

Q
国
保
を
23
年
度
値
上
げ
し

た
当
時
と
は
状
況
も
変
わ
っ
て

い
る
。
市
民
に
無
理
な
負
担
を

強
い
る
こ
と
の
無
い
よ
う
修
正

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
県
平
均
並
み
に
お
願
い
し

て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
事
業

を
運
営
す
る
上
で
、
法
定
外
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
実
施

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
国
保
運
営

が
、
市
町
村
単
位
か
ら
都
道
府

県
単
位
へ
改
正
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Q
洋
式
ト
イ
レ
で
な
い
た
め

排
便
に
支
障
を
き
た
す
と
耳
に

す
る
、
学
校
の
ト
イ
レ
様
式
化

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
教
育
委
員
会
で
は
、
市
総

合
計
画
の
後
期
計
画
の
中
で
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
ス
ケ

大
会
な
ど
は
、
市
内
の
ゴ
ル

フ
場
で
開
催
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
を
呼

び
か
け
た
実
績
は
あ
る
が
、
参

加
規
模
や
運
営
上
難
し
い
。

Q
非
常
食
の
配
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
指
定
の
各
施
設
に
全
て
配

備
し
て
い
る
が
、
数
量
に
決

ま
っ
た
基
準
は
設
け
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
備
蓄
倉
庫
に
は
数
量
を

確
保
し
て
お
り
、
不
足
が
生

じ
た
際
は
、
そ
こ
か
ら
搬
入

す
る
。

Q
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の

理
解
と
納
得
を
得
て
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
国
は
向
こ
う
10
年
で
事
業

完
成
を
迫
っ
て
き
て
い
る
。

　

市
で
は
、
人
口
密
度
の
高
い

地
域
を
面
展
開
し
て
き
た
が
、

現
状
の
計
画
に
加
え
、
向
こ
う

10
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

更
な
る
精
査
を
加
え
た
も
の
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

Q
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る

補
助
金
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

Ａ
鍋
田
土
地
改
良
区
は
約

5
千
786
万
円
、
弥
富
土
地
改
良

区
約
1
千
175
万
円
、
十
四
山
土

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
お
示
し
し
た
計
画
を
少
し

で
も
前
倒
し
が
出
来
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

討
　
論 

反
対
討
論（
三
宮
議
員
）

　

国
民
の
懐
が
落
ち
込
ん
で
い

る
事
が
、
今
の
日
本
経
済
の
最

大
の
低
迷
だ
と
考
え
る
。

　

市
長
に
は
、
こ
う
し
た
認
識

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
な
ど
全
く
収
入
の

な
い
人
に
対
し
て
も
保
険
料
を

負
担
さ
せ
る
仕
組
み
が
続
い
て

き
た
こ
と
と
同
時
に
、
収
入
の

多
い
人
に
対
し
て
は
非
常
に

大
き
な
負
担
が
強
い
ら
れ
て

い
る
。

　

下
水
道
事
業
の
よ
う
な
長
期

に
渡
る
事
業
は
、
絶
え
ず
市
民

に
対
し
、
負
担
額
や
負
担
者
な

ど
を
明
ら
か
に
し
進
め
る
事
業

と
考
え
る
が
、
一
度
も
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

※
採
決
は
、
４
頁
議
案
等
の
賛
否
状

況
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
は
２
頁
に
記
載
の
と
お
り

委
員
外　

那
須
議
員
・
早
川
議
員
・

　
　
　
　

平
野
議
員
・
堀
岡
議
員
・

　
　
　
　

武
田
議
員
・
伊
藤
正
信
議
員

審
議
事
項 

　

認
定
1
号
か
ら
７
号
ま
で（
詳

細
は
４
頁「
議
案
等
の
賛
否
状
況

一
覧
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

Q
財
務
４
表
は
、
決
算
認

定
の
時
期
に
作
成
で
き
な
い

の
か
。

　

ま
た
、作
成
意
義
を
尋
ね
る
。

Ａ
会
計
上
多
く
の
判
断
や
分

析
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
度
翌
年
３
月
頃
の
公
表
に

な
っ
て
い
る
。

　

大
き
く
は
、
２
点
あ
る
。

　

１
点
目
、
財
政
の
効
率
化
を

図
る
た
め
に
発
生
主
義
に
よ
る

正
確
な
行
政
コ
ス
ト
の
把
握
が

明
ら
か
に
な
る
点
、
２
点
目
は

資
産
と
負
債
の
相
対
の
一
覧

的
把
握
が
可
能
と
な
る
点
で

あ
る
。 決

算
特
別
委
員
会

主
な
質
疑
・
討
論




